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特
別
記
事金

宗
郁
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

本
論
文
の
構
成

金
宗
郁
君
か
ら
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
「
自
治
体
に
お
け
る

政
策
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
官
僚
の
組
織
行
動
」
の
構
成
は
、
左
記
の

通
り
で
あ
る
。

特別記事

章
地
方
分
権
時
代
の
現
状
と
課
題

第
1

節
中
央
・
地
方
の
財
政
悪
化

第
2

節
第
一
次
分
権
改
革
一
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行

第
3

節
第
二
次
分
権
改
革
一
三
位
一
体
改
革

第
1

章
研
究
の
目
的
と
構
成

第
1

節
研
究
の
目
的

第
2

節
本
論
文
の
構
成

第
3

節
本
論
文
で
用
い
ら
れ
る
デ

l

タ
の
説
明

第
2

章
理
論
的
背
景
と
分
析
枠
組
み

第
1

節
政
策
決
定
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

序

第
2

節
社
会
学
的
新
制
度
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

第
3

節
本
論
文
の
分
析
枠
組
み

第
3

章
自
治
体
に
お
け
る
職
員
意
識
と
組
織
規
範
の
析
出

第
1

節
は
じ
め
に

第
2

節
職
員
意
識
の
現
状

第
3

節
自
治
体
に
お
け
る
組
織
規
範
の
抽
出

第
4

節
ま
と
め

第
4

章
官
僚
の
民
主
的
統
制
と
し
て
の
組
織
規
範

第
1

節
は
じ
め
に

第
2

節
公
共
選
択
論
に
お
け
る
官
僚
行
動

第
3

節
行
政
統
制
に
お
け
る
内
部
統
制
と
し
て
の
組
織
規
範

第
4

節
組
織
文
化
と
組
織
規
範

第
5

節
組
織
成
果
と
組
織
規
範

第
6

節
ま
と
め

第
5

章
第
一
次
分
権
改
革
以
降
の
自
治
体
の
変
化
｜
｜
条
例
制
定
と

ア
ク
タ
ー
の
評
価
、
組
織
規
範

第
1

節
は
じ
め
に

第
2

節
第
一
次
分
権
改
革
以
降
の
自
治
体
の
現
状

第
3

節
ア
ク
タ
ー
の
評
価
と
条
例
制
定

第
4

節
職
員
の
評
価
と
条
例
制
定
に
関
す
る
実
証
分
析

第
5

節
都
道
府
県
の
政
策
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
組
織
規
範
｜
｜

条
例
制
定
の
規
定
要
因

職
員
の
主
観
的
評
価
と
組
織
規
範
、
責
任
行
動
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第
6

節



＼
』
ノ

ハ
リ

唱
E
A

第
7

節
ま
と
め

補
論
自
治
体
の
政
策
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
規
定
要
因
（
市
レ
ベ
ル
の

分
析
）

第
6

章
組
織
規
範
の
形
成
・
促
進
要
因
に
対
す
る
試
論
的
分
析
｜
｜

H
L
M

（
同
庁E
R
E
S

－
F
E
2

冨
。
号
】
）
モ
デ
ル
に
よ
る

分
析

第
1

節
は
じ
め
に

第
2

節
組
織
規
範
の
形
成
・
促
進
要
因

第
3

節
組
織
規
範
の
形
成
・
促
進
要
因
に
対
す
る
実
証
分
析

第
4

節
ま
と
め

章
総
括
と
展
望

第
1

節
分
析
結
果
の
要
約

第
2

節
本
論
文
の
イ
ン
プ
リ
ケ

1

シ
ヨ
ン

第
3

節
本
論
文
の
限
界
と
課
題

法学研究 81 巻 10 号（2008

終
本
論
文
の
概
要

こ
う
し
た
構
成
か
ら
成
る
本
論
文
に
お
け
る
金
君
の
目
的
は
、
自

治
体
の
政
策
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
職
員
の
組
織
行
動
が
い
か

な
る
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
、
実
証
的
に
解
明
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
本
論
文
で
は
、
地
方
分
権
の
現
状
を
説
明
し
た
序

章
「
地
方
分
権
時
代
の
現
状
と
課
題
」
と
研
究
目
的
を
明
示
し
た
第

1

章
「
研
究
の
目
的
と
構
成
」
に
続
く
第
2

章
「
理
論
的
背
景
と
分

析
枠
組
み
」
に
お
い
て
、
金
君
は
自
治
体
の
政
策
過
程
に
お
け
る
官

2 

僚
の
個
人
行
動
と
組
織
行
動
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
三
つ
の
組
織

規
範
｜
｜
「
管
理
主
義
志
向
の
政
策
執
行
規
範
」
、
「
脱
官
僚
制
志
向

の
組
織
運
営
規
範
」
、
「
住
民
参
加
志
向
の
公
共
参
加
規
範
」
ー
ー
を

設
定
し
た
。
そ
し
て
、
本
論
文
に
お
け
る
組
織
規
範
を
「
制
度
的
環

境
に
対
す
る
自
治
体
の
認
知
・
解
釈
的
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、
官
僚
の

個
人
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
組
織
行
動
に
変
換
さ
せ
る
組

織
の
価
値
・
信
念
体
系
」
と
定
義
し
た
。
つ
ま
り
、
金
君
の
論
文
に

お
け
る
組
織
規
範
と
は
、
自
治
体
の
政
策
過
程
に
お
い
て
規
範
的
機

能
を
果
た
し
、
そ
の
共
有
程
度
に
よ
っ
て
各
自
治
体
の
組
織
的
特
性

を
顕
著
に
さ
せ
る
も
の
と
な
る
。
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こ
の
よ
う
な
定
義
を
踏
ま
え
て
、
第
2

章
で
は
、
組
織
規
範
の
内

容
が
自
治
体
を
取
り
巻
く
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
制
度
的
環
境
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
関
す
る
理
論
的
展
開
と
分
析
枠
組
み
を
明
ら

か
に
す
る
。
ま
ず
金
君
に
よ
れ
ば
、
制
度
的
環
境
に
対
す
る
自
治
体

の
認
知
・
解
釈
的
フ
レ
ー
ム
と
し
て
の
組
織
規
範
は
、
自
治
体
が
置

か
れ
て
い
る
制
度
的
環
境
の
変
化
に
対
す
る
価
値
判
断
に
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
金
君
は
自
治
体
が
要
求
さ
れ
る
価
値
的
要
素
の
側
面
か

ら
一
九
八
0
年
代
以
降
の
N
P
M

に
よ
る
行
政
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
化

を
検
討
し
、
N
P
M
が
「
民
主
と
効
率
に
お
け
る
伝
統
的
行
政
デ
イ

レ
ン
マ
を
市
場
原
理
と
と
も
に
マ
ネ
ジ
エ
リ
ア
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
解



決
す
る
試
み
」
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
。
特
に
、
彼
が
注
目
し
た
の
は
、

行
政
に
お
け
る
市
場
志
向
と
と
も
に
新
し
い
官
僚
制
的
パ
ラ
ダ
イ
ム

（
宮ω
件
l
σ
c
z
m
言
。
B

立
の
冨
円
包
仲
間
宮
）
へ
の
転
換
で
あ
る
。
ま
た
、
金

君
は
二
0
0
0

年
の
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
と
と
も
に
二
O
O
四

年
三
位
一
体
改
革
が
機
関
委
任
の
廃
止
と
補
助
金
の
削
減
・
税
源
移

譲
と
い
う
成
果
を
残
す
中
で
、
自
治
体
は
更
な
る
財
政
圧
迫
と
厳
し

い
競
争
の
環
境
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
、
中
央

｜
地
方
関
係
に
対
す
る
自
治
体
の
対
応
、
す
な
わ
ち
自
治
体
の
政
策

能
力
が
自
治
体
間
の
格
差
を
生
み
出
す
原
因
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
論
文
で
は
、
自
治
体
の
政
策
過
程
に
関
わ
る
諸
ア

ク
タ
ー
に
と
っ
て
、
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
制
度
的
環
境
は
考
慮
せ
ざ

る
を
え
な
い
環
境
要
因
と
し
て
重
要
な
分
析
対
象
と
な
る
。
ま
た
、

そ
れ
ら
は
政
策
形
成
・
執
行
に
お
い
て
自
治
体
が
ど
の
よ
う
に
対
応

す
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
認
知
・
解
釈
フ
レ
ー
ム
を
提
供
す
る
も
の

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

特別記事

こ
う
し
た
第
2

章
に
基
づ
い
て
、
第
3

章
か
ら
第
6

章
お
よ
び
補

論
で
、
金
君
は
市
レ
ベ
ル
と
都
道
府
県
レ
ベ
ル
に
対
す
る
実
証
分
析

を
行
っ
た
。
ま
ず
第

3

章
「
自
治
体
に
お
け
る
職
員
意
識
と
組
織
規

範
の
析
出
」
で
は
、
二
O
O

五
年
に
行
っ
た
都
道
府
県
の
職
員
に
対

す
る
調
査
デ
l

タ
に
基
づ
い
て
、
近
年
の
地
方
分
権
改
革
以
降
、
自

治
体
の
職
員
意
識
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
金
君
は
「
説
明
責
任
の
対
象
」
、
「
責
任
行
動
」
、

「
政
策
過
程
に
お
け
る
影
響
力
評
価
」
、
「
職
務
満
足
」
な
ど
を
取
り

上
げ
、
「
政
策
横
断
」
的
か
「
地
域
横
断
」
的
か
と
い
う
視
点
に
基

づ
い
て
都
道
府
県
の
職
員
意
識
を
分
析
し
、
「
地
域
横
断
」
の
特
性

が
強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
日
本
の
自
治
体

に
お
け
る
職
員
行
動
が
政
策
レ
ベ
ル
よ
り
も
自
治
体
の
組
織
の
特
性

に
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
し
、
地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
自
治

体
の
自
律
性
を
間
接
的
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
治
体
に

お
い
て
職
員
の
組
織
行
動
が
現
れ
る
組
織
単
位
が
、
自
治
体
単
位
か

部
局
単
位
か
に
よ
っ
て
組
織
規
範
の
意
義
が
か
な
り
異
な
っ
て
く
る

た
め
に
、
こ
う
し
た
職
員
意
識
の
偏
在
は
自
治
体
に
お
け
る
組
織
規

範
の
特
定
化
作
業
に
対
し
て
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
金
君
は
第
2

章
で
提
示
し
た
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
制
度

的
環
境
、
と
り
わ
け
N
P
M
を
含
む
新
し
い
行
政
価
値
に
対
す
る
都

道
府
県
の
職
員
意
識
を
検
討
し
た
上
で
、
個
人
レ
ベ
ル
と
組
織
レ
ベ

ル
の
双
方
に
お
け
る
組
織
規
範
の
抽
出
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
行

政
の
あ
り
方
に
対
す
る
信
念
、
例
え
ば
行
政
改
革
に
お
い
て
強
調
さ

れ
る
管
理
主
義
や
脱
官
僚
主
義
、
住
民
参
加
の
志
向
が
自
治
体
に
お

け
る
同
意
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
金

君
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
職
員
の
認
知
・
共
有
程
度
が
自
治

体
に
お
け
る
組
織
規
範
を
構
成
す
る
内
容
と
な
り
、
マ
ク
ロ
・
レ
ベ

129 



10) 

ル
の
制
度
的
環
境
に
対
す
る
自
治
体
の
認
知
・
解
釈
フ
レ
ー
ム
と
し

て
政
策
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
対
す
る
奨
励
的
機
能
を
果
た
し
て
い
る

法学研究 81 巻 10 号（2008

」
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
金
君
は
前
述
の
調
査
デ
l

タ
を
用
い
て
、
自
治
体
職
員

の
組
織
規
範
と
し
て
、
市
場
原
理
、
経
済
的
効
率
性
な
ど
を
強
調
す

る
「
管
理
主
義
志
向
の
政
策
執
行
規
範
」
と
責
任
所
在
の
明
確
化
、

裁
量
権
移
譲
、
行
政
業
務
に
お
け
る
実
名
性
、
給
与
業
績
主
義
な
ど

の
「
脱
官
僚
制
志
向
の
組
織
運
営
規
範
」
、
行
政
に
お
け
る
住
民
参

加
の
拡
大
な
ど
の
「
住
民
参
加
志
向
の
公
共
参
加
規
範
」
の
軸
を
抽

出
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
、
自
治
体
職
員
の
意
識
が
「
政

策
横
断
」
で
あ
る
か
「
地
域
横
断
」
で
あ
る
か
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

「
管
理
主
義
志
向
の
政
策
執
行
規
範
」
を
除
く
「
脱
官
僚
制
志
向
の

組
織
運
営
規
範
」
と
「
住
民
参
加
志
向
の
公
共
参
加
規
範
」
に
お
い

て
自
治
体
間
の
相
違
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま

り
、
金
君
の
分
析
に
よ
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
組
織
規
範
に
お
い
て
は
、

政
策
レ
ベ
ル
よ
り
も
地
域
レ
ベ
ル
に
お
い
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存

在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
金
君
は
第
4

章
「
官
僚
の
民
主
的
統
制
と
し
て
の
組
織
規

範
」
で
組
織
規
範
の
機
能
と
し
て
取
り
上
げ
た
「
職
員
行
動
に
対
す

る
統
制
的
機
能
」
に
つ
い
て
、
官
僚
統
制
に
お
け
る
情
報
公
開
制
度

の
よ
う
な
外
部
統
制
と
と
も
に
内
部
統
制
の
重
要
性
を
論
じ
な
が
ら
、

内
部
統
制
と
し
て
の
組
織
規
範
を
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
金
君

は
官
僚
行
動
に
対
す
る
組
織
規
範
の
内
部
統
制
的
機
能
を
検
証
す
る

た
め
に
、
職
員
の
責
任
行
動
に
対
す
る
組
織
規
範
の
影
響
を
実
証
的

に
分
析
す
る
と
と
も
に
、
内
部
統
制
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
組
織
文

化
に
対
す
る
組
織
規
範
の
影
響
に
つ
い
て
も
実
証
的
に
分
析
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
職
員
の
責
任
行
動
に
関
し
て
は
、
組
織
文
化
と
組

織
規
範
の
影
響
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、
組
織
の
成
果

に
関
し
て
は
、
組
織
規
範
（
組
織
運
営
規
範
）
の
み
が
一
貫
し
た
関

連
を
み
せ
、
組
織
文
化
は
限
定
的
な
関
連
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
金
君
に
よ
れ
ば
、
従
来
、
職
員
の
責

任
行
動
を
規
定
す
る
要
因
と
想
定
さ
れ
て
き
た
組
織
文
化
よ
り
も
本

論
文
で
設
定
し
た
組
織
規
範
の
方
が
大
き
な
規
定
力
を
も
つ
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
第

5

章
「
第
一
次
分
権
改
革
以
降
の
自
治
体
の
変
化
｜

条
例
制
定
と
ア
ク
タ
ー
の
評
価
、
組
織
規
範
」
で
は
、
金
君
は
自
治

体
を
取
り
巻
く
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
制
度
的
環
境
の
中
で
、
第
一
次

分
権
改
革
と
い
わ
れ
る
二
0
0
0

年
地
方
分
権
一
括
法
施
行
後
の
自

治
体
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
解
明
す
る
。
ま
ず
自
治
体
の
変
化
に

つ
い
て
は
、
自
治
体
の
政
策
過
程
に
関
わ
る
ア
ク
タ
ー
（
首
長
、
議

員
、
職
員
、
住
民
な
ど
）
の
評
価
と
と
も
に
都
道
府
県
に
お
け
る
条

例
制
定
を
取
り
上
げ
、
都
道
府
県
の
職
員
の
評
価
（
主
観
的
評
価
）
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特別記事

と
条
例
制
定
数
（
客
観
的
評
価
）
の
関
係
に
つ
い
て
比
較
・
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
金
君
は
都
道
府
県
の
政
策
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
し
て
の
条
例
制
定
に
対
す
る
規
定
要
因
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、

職
員
の
主
観
的
評
価
に
対
し
て
「
組
織
規
範
」
と
「
責
任
行
動
」
が

い
か
な
る
関
係
を
も
つ
か
に
つ
い
て
実
証
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
第
一
次
分
権
改
革
以
降
、
都
道
府
県
の
運
営
に
お
け
る
変
化
に

つ
い
て
、
知
事
と
議
員
、
職
員
の
三
者
共
に
厳
し
い
評
価
を
下
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
政
策
立
案
活
動
に
お
け
る

「
職
員
レ
ベ
ル
で
の
意
識
変
化
」
と
「
議
員
レ
ベ
ル
で
の
意
識
変
化
」

に
つ
い
て
は
、
知
事
が
「
効
率
的
な
行
政
運
営
」
に
比
べ
て
評
価
し

て
い
る
が
、
そ
の
程
度
は
一
定
の
範
囲
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

議
員
と
職
員
の
場
合
、
自
ら
の
意
識
変
化
に
つ
い
て
は
評
価
し
て
い

る
も
の
の
、
双
方
、
互
い
の
評
価
に
つ
い
て
は
否
定
的
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
金
君
は
都
道
府
県
の
条
例
制
定
数
に
注
目
し
、
地
方
分

権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
た
平
成
二
一
年
の
前
年
か
ら
急
増
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
都
道
府
県
と
政
策
分
野
に
よ
っ

て
職
員
の
主
観
的
評
価
に
都
道
府
県
の
条
例
制
定
数
が
ど
の
よ
う
に

影
響
し
て
い
る
か
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
職
員
レ
ベ
ル
で
の

意
識
変
化
」
と
「
議
員
レ
ベ
ル
で
の
意
識
変
化
」
に
対
す
る
職
員
の

評
価
で
は
都
道
府
県
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
評
価

は
都
道
府
県
の
条
例
制
定
数
と
所
属
部
局
の
条
例
制
定
数
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
が
実
証
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
分
析
結
果

は
、
議
員
の
評
価
に
お
い
て
も
同
様
な
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
金
君
に
よ
れ
ば
、
条
例
制
定
の
機
会
が
多
い
ほ
ど
、
第
一
次
分

権
改
革
以
降
に
お
け
る
「
職
員
レ
ベ
ル
で
の
意
識
変
化
」
と
「
議
員

レ
ベ
ル
で
の
意
識
変
化
」
に
対
す
る
職
員
と
議
員
の
自
分
に
対
す
る

評
価
と
と
も
に
、
お
互
い
の
評
価
も
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
ま
た
、
本
論
文
に
お
い
て
環
境
要
因
と
知
事
だ
け
で
な
く
職
員

の
責
任
行
動
と
組
織
規
範
も
都
道
府
県
の
条
例
制
定
に
対
し
て
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
お
、
職
員
の
主
観
的

評
価
に
対
す
る
分
析
の
結
果
に
お
い
て
も
、
条
例
制
定
数
と
と
も
に

職
員
の
責
任
行
動
と
組
織
規
範
が
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
都
道
府
県
を
対
象
と
す
る
分
析
を
行
っ
た
こ
れ
ま
で
の

章
に
続
く
補
論
「
自
治
体
の
政
策
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
規
定
要
因

（
市
レ
ベ
ル
の
分
析
と
で
は
、
金
君
は
自
治
体
の
政
策
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
自
治
体
の
政
策
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
着
目
し
た
上
で
、

市
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
策
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
説
明
す
る
た
め
に
従

来
の
政
策
決
定
研
究
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
た
環
境
・
政
治
要
因
と
と

も
に
、
組
織
規
範
を
取
り
上
げ
て
実
証
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
金
君
が
従
来
の
「
環
境
｜
政
府
（
政
策
過
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政
策
」
と
い
う
設
定
を
「
環
境
｜
個
人
の
選
択
行
動
｜
組
織

行
動
・
特
性
｜
政
策
」
と
い
う
一
連
の
連
鎖
と
し
て
分
解
し
、
個
人

の
選
択
行
動
と
組
織
行
動
に
よ
る
政
策
産
出
を
連
結
す
る
媒
介
変
数

と
し
て
組
織
規
範
を
定
義
し
て
分
析
モ
デ
ル
に
投
入
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
分
析
の
結
果
、
各
市
の
改
革
政
策
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

つ
い
て
、
先
行
研
究
で
検
証
さ
れ
て
き
た
要
因
（
財
政
的
要
因
、
地

域
社
会
要
因
、
議
会
要
因
、
市
長
要
因
）
と
と
も
に
、
組
織
規
範
要

因
の
影
響
力
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
金

君
の
研
究
に
よ
っ
て
、
組
織
規
範
が
自
治
体
の
政
策
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
対
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
た
ら
す
機
能
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
組
織
規
範
に
よ

っ
て
各
自
治
体
の
特
性
を
浮
き
彫
り
す
る
た
め
に
は
、
特
定
の
組
織

規
範
に
対
す
る
職
員
の
同
調
・
支
持
の
程
度
だ
け
で
な
く
自
治
体
の

職
員
聞
に
お
け
る
共
有
程
度
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
浮

き
彫
り
に
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
第
6

章
「
組
織
規
範
の
形
成
・
促
進
要
因
に
対
す
る
試

論
的
分
析
｜
｜
H
L
M
a
W
E
R
E
S
－
F
E
2

冨
包
巳
）
モ
デ
ル

に
よ
る
分
析
」
で
は
、
金
君
は
自
治
体
職
員
に
お
け
る
組
織
規
範
の

共
有
・
内
在
化
が
ど
の
よ
う
に
形
成
・
促
進
さ
れ
る
か
と
い
う
課
題

を
実
証
的
に
解
明
し
た
。
具
体
的
に
は
、
「
財
政
・
組
織
規
模
要
因
」
、

「
地
域
社
会
要
因
」
、
「
議
会
要
因
」
、
「
知
事
要
因
」
を
自
治
体
職
員

法学研究 81 巻 10 号（2008

に
影
響
を
与
え
な
が
ら
組
織
規
範
を
形
成
・
促
進
さ
せ
る
要
因
と
し

て
設
定
し
た
上
で
、
階
層
線
形
モ
デ
ル
（
H
L
M
、
同
町
S
R
Z
S

－

F
E
2

冨
包
巴
）
を
用
い
て
実
証
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
分

析
対
象
と
な
っ
た
「
脱
官
僚
制
志
向
の
組
織
運
営
規
範
」
と
「
住
民

参
加
志
向
の
公
共
参
加
規
範
」
に
対
し
て
自
治
体
レ
ベ
ル
の
要
因
が

有
意
な
結
果
を
示
し
た
の
は
「
脱
官
僚
制
志
向
の
組
織
運
営
規
範
」

だ
け
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
金
君
に
よ
れ
ば
、

N
P
M

な
ど
に
よ
る
行
政
価
値
の
変
化l
l

責
任
所
在
の
明
確
化
、
自
律
的

管
理
（
裁
量
権
）
、
行
政
活
動
に
お
け
る
実
名
性
、
業
績
評
価
に
よ

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
な
ど
｜
｜
に
対
す
る
職
員
の
価
値
体
系
と
し
て
、

組
織
規
模
（
職
員
数
）
が
小
さ
く
都
道
府
県
議
会
と
の
緊
張
関
係
が

保
っ
て
い
る
都
道
府
県
の
職
員
ほ
ど
「
脱
官
僚
制
志
向
の
組
織
運
営

規
範
」
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
無
党
派
知
事
下
の
職
員
ほ
ど
、
ま
た
地
域
社
会
に
お
け
る
住
民

の
積
極
性
が
強
い
都
道
府
県
の
職
員
ほ
ど
、
こ
う
し
た
組
織
規
範
を

も
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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こ
れ
ま
で
に
ま
と
め
て
き
た
よ
う
に
、
金
君
は
本
論
文
で
、
制
度

的
環
境
に
対
し
て
個
人
レ
ベ
ル
の
官
僚
行
動
が
ど
の
よ
う
に
組
織
レ

ベ
ル
の
組
織
行
動
へ
と
転
換
さ
れ
、
自
治
体
の
政
策
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
の
か
に
注
目
し
た
上
で
、
そ
の
媒
介
変
数
と
し
て

「
組
織
規
範
」
を
設
定
し
て
実
証
的
な
分
析
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の



先
行
研
究
に
は
み
ら
れ
な
い
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。

特別記事

本
論
文
の
評
価

本
論
文
が
従
来
の
政
治
学
に
与
え
る
貢
献
お
よ
び
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
に
つ
い
て
、
左
記
の
点
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
従
来
の
地
方
自
治
論
に
お
け
る
政
策
決
定
研
究
で
は
、

社
会
経
済
的
要
因
あ
る
い
は
首
長
・
議
会
の
影
響
力
な
ど
の
政
治
的

要
因
と
い
う
独
立
変
数
に
よ
っ
て
自
治
体
の
歳
出
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
従
属
変
数
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
現
実
に

お
け
る
自
治
体
の
政
策
決
定
で
は
、
同
様
の
社
会
経
済
的
環
境
に
置

か
れ
て
い
る
自
治
体
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
歳
出
は
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
自
治
体
の
政
策
決
定
の
ア
ク
タ
ー
と
し

て
は
、
首
長
や
議
会
だ
け
で
な
く
自
治
体
内
部
の
官
僚
組
織
も
関
わ

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
金
君
は
都
道
府
県
の
首
長
、
地
方
議
会
議
員
、

職
員
の
三
者
に
対
す
る
調
査
に
基
づ
く
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
と
さ
れ
て
い
た
領
域
を
解
明
し
た
点
に

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
自
治
論
に

大
き
な
貢
献
を
付
け
加
え
る
研
究
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
一
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
学
に
お
け
る
定
説
と
な
っ
て
い
た
集

権
融
合
・
分
散
論
に
対
し
て
、
本
論
文
は
大
胆
な
批
判
を
行
い
、
そ

3 

れ
を
実
証
的
な
分
析
に
よ
っ
て
証
明
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
従

来
、
機
関
委
任
事
務
が
あ
る
た
め
に
集
権
融
合
型
地
方
制
度
と
集
権

的
分
散
シ
ス
テ
ム
が
結
び
つ
い
て
い
た
と
捉
え
、
機
関
委
任
事
務
を

廃
止
す
る
こ
と
で
多
く
の
問
題
が
解
決
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
第
一
次
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
機
関
委

任
事
務
が
廃
止
さ
れ
て
、
そ
の
多
く
が
自
治
事
務
と
法
定
受
託
事
務

に
移
行
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
前
に
指
摘
さ
れ
て
い
た

少
な
か
ら
ぬ
課
題
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
制
度
上

の
集
権
融
合
や
行
政
事
務
上
の
集
権
分
散
が
過
度
に
強
調
さ
れ
る
あ

ま
り
、
法
令
解
釈
権
を
自
治
体
に
付
与
す
る
こ
と
で
、
既
存
の
中
央

地
方
関
係
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
れ
も
法
定
受
託
事
務
に
関
し
て
国
の
意
向
に
反
す
る
条
例

を
定
め
る
自
治
体
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
現
状
に
対

し
て
、
本
論
文
で
は
自
治
体
の
財
政
力
や
組
織
力
も
分
権
的
特
性
を

強
化
す
る
要
因
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
、
そ
の
効
果
を
実
証
的
に

証
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
論
文
は
既
存
の
定
説
を
組
織
要
因
の

観
点
か
ら
批
判
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
行
政
学
的
に
意
義
が
あ
る

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
に
、
官
僚
行
動
研
究
と
い
う
視
点
か
ら
本
論
文
を
評
価
す
る

な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
中
央
省
庁
レ
ベ
ル
を
対
象
と
す
る
村
松
岐
夫
氏

ら
の
実
証
研
究
が
み
ら
れ
て
も
、
自
治
体
レ
ベ
ル
に
お
け
る
実
証
的
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な
分
析
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
金
君
の
分

析
に
よ
り
、
自
治
体
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
官
僚
行
動
が
政
策
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も

に
、
そ
れ
が
制
度
的
環
境
に
対
す
る
官
僚
の
価
値
・
信
念
体
系
と
し

て
の
組
織
規
範
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
つ
ま
り
、
金
君
の
研
究
に
お
い
て
は
、
単
に
官
僚
行
動
が
政

策
に
も
た
ら
す
影
響
を
解
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
官
僚
行
動
の
原
因

と
な
る
要
因
に
つ
い
て
も
解
明
さ
れ
て
い
る
点
で
、
本
論
文
は
従
来

の
官
僚
行
動
研
究
に
新
た
な
知
見
を
加
え
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
四
に
、
現
在
の
わ
が
国
で
は
、
政
策
決
定
者
が
良
い
政
策
や
制

度
を
打
ち
出
し
て
も
現
場
で
市
民
に
対
応
す
る
官
僚
の
行
動
に
よ
っ

て
異
な
る
結
果
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
金

君
が
本
論
文
で
着
目
し
た
組
織
規
範
は
、
官
僚
に
お
け
る
特
定
の
価

値
・
信
念
の
内
面
化
を
図
る
こ
と
で
彼
ら
の
行
動
に
対
す
る
内
部
統

制
機
能
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
論
文
は
住
民
意
思
を
自
治
体
の
施
策
に
よ
り
反
映
さ
せ
る
た
め
の

効
果
的
な
官
僚
統
制
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
、
本
論
文
は
こ
れ
ま
で

の
民
主
主
義
論
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
論
文
は
従
来
の
研
究
に
対
し
て
大

き
な
貢
献
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
課
題
が
全
く
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
第
一
に
、
本
論
文
で
は
財
政
・
組
織
規
模
要
因
、

地
域
社
会
要
因
、
議
会
要
因
、
知
事
要
因
を
用
い
て
、
組
織
規
範
の

形
成
と
促
進
の
分
析
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
要
因
が
「
脱
官
僚
制
志
向

の
組
織
運
営
規
範
」
の
形
成
・
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
し
か
し
、
「
住
民
参
加
志
向
の
公
共
参
加
規
範
」
の
形
成

と
促
進
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
要
因
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、

本
論
文
で
想
定
さ
れ
て
い
な
い
他
の
要
因
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。
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第
二
に
、
本
論
文
で
想
定
し
た
複
数
の
組
織
規
範
間
の
関
連
に
つ

い
て
、
相
互
に
ど
の
よ
う
な
関
連
を
も
つ
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
自
治
体
組
織
規
範
と
政
策
・
部
局
組
織

規
範
の
間
の
相
違
や
相
互
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
マ
ク
ロ

な
計
量
分
析
だ
け
で
な
く
、
個
別
的
な
事
例
研
究
を
通
じ
て
解
明
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

第
三
に
、
本
論
文
で
は
組
織
規
範
の
変
化
に
つ
い
て
は
解
明
が
行

わ
れ
、
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
制
度
的
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
生
じ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
組
織
規
範

の
程
度
も
し
く
は
あ
り
方
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
生

じ
る
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
将
来
、
本
論
文
で

用
い
た
二
O
O

五
年
の
調
査
後
、
数
年
を
経
過
し
た
時
点
で
追
跡
調

査
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。



し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
規
模
な
全
国
レ
ベ
ル
で

の
調
査
や
膨
大
な
デ
l

タ
分
析
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、

金
君
が
今
後
の
研
究
者
人
生
を
か
け
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、

本
論
文
が
も
っ
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
本
論
文
の
審
査
員

一
同
は
、
一
致
し
て
本
論
文
が
博
士
（
法
学
）
（
慶
慮
義
塾
大
学
）

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
判
断
す
る
。

平
成
二
O
年
九
月
一
O
日

主
査

慶
麿
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

良
彰

林

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
博
士
（
法
学
）

耕
輔

大
山

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

片
山

善
博
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山
腰
修
三
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

本
論
文
の
構
成

山
腰
修
三
君
よ
り
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
「
政
治
コ
ミ
ユ
ニ

ケ
l

シ
ヨ
ン
研
究
の
批
判
的
ア
プ
ロ
ー
チ
｜
｜
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
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デ
ィ
l
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的
再
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成
と
メ
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ア
言
説
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｜
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。
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ユ
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デ
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｜
｜
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治
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ュ
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シ
ョ
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本
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デ
ィ
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言
説
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事
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研
究
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本
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テ
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・
オ
l
デ
ィ
エ
ン
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説
的
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2
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4

章

135 


